
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業
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事業の分類 既存事業

予算科目
コード

特　記　事　項

当雨水幹線の全体排除面積は69.2haであり、今回下水道事業認可を取得している面積は23.8ha（宝積
寺駅西第一土地区画整理事業区域内）となっております。
H15まで   H17　  　H18  　   H19　　  H20          　  　  整備延長　　　　　全体計画
42.07m　  48.09m 　228.10m   51.28m   546.24m   　   　　合計  915.78m　   　1,773m

金　額 特　記　事　項細　節

155,336,500
宝積寺排水樋管改築工事委託 1式
実施設計　1本
工事監督業務　1本

232,600,000

実
績

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額 細　節 金　額

建設整備担当

サブリーダー 斎藤　賢二

工事施工延長（枝線）

172m 46.46m

　集中豪雨等により発生する都市型水害を未然に防止するため、土地区画整理事業の進捗に合
わせヒューム管の敷設をしました。
　雨水管吐口の樋管改築については、鬼怒川の管理者（国土交通省下館河川事務所）に工事
（H20～21）を委託し、完了しました。

計
画

　集中豪雨等により発生する都市型水害を未然に防止するため、土地区画整理事業の進捗に合
わせボックスカルバートを敷設します。
　雨水管吐口の樋管改築については、鬼怒川の管理者（国土交通省下館河川事務所）に工事
（H20～21）を委託します。
　町道119号線（中坂）の工事は道路上に立坑を設置し、推進工法にて２箇年（H21～22）で施工
することから、工事実施にあたっては地元住民等の理解・協力を得るため、地元説明会を開催い
たします。

どのような成果が現れます（現れました）か？

　本年度の工事施工区間は放流部にあたるため、まだ供用開始はできませんが、着実に事業を展
開し平成23年度の完成を目指します。
　河川管理者に工事を委託することで、河川工事等に関する協議手続きの簡略化が図れる。
工事の事前説明会を開催することで、雨水管を埋設する目的・施工方法・交通規制期間等の周知
ができ、住民の理解が得やすい。
　全体計画　  　  　施工延長Ｌ＝1,773m　 A＝23.8ha　 □2,000～2,600mm（推進部○2,000）
　平成21・22年度　施工延長L＝ 　172m 　Ａ＝0.68ha　 ○2,000（推進部）

　本年度の工事施工区間は枝管部の施工となり、まだ供用開始はできませんが、区画整理事業の進
捗に合わせ平成27年度の完成を目指します。
　河川管理者に工事を委託することで、河川工事等に関する協議手続きの簡略化が図れました。
　全体計画　  　  　施工延長Ｌ＝1,773m　 A＝23.8ha　 □2,000～2,600mm（推進部○2,000）
　平成21年度　　　 施工延長L＝ 　46.46m (枝線管渠)

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名 宝積寺処理区雨水対策建設費

担当部課 建設産業部 上下水道課
担　当

委託料委託料 委託料 231,186,000

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

流用額

決　算

財
　
源

421,900,000

10,700,000

地方債

200,700,000

特　記　事　項

231,186,000

補正予算額 -71,553,000 委託費-75,553,000  工事請負費4,000,000

計　画 実　績

159,633,000

79,500,000

0

受益者負担金

その他の特定財源

計

差引（一般財源）

159,106,000

72,800,000221,200,000

6,806,000

152,300,000

予算現額

決算額

予
　
算

当初予算額

231,186,000

国庫支出金

県支出金

432,600,000 159,106,000

3,769,500
雨水管築造工事　１本
HP管φ700・φ900　L=46.46m

工事監督業務　1本

工事請負費 200,000,000 工事請負費工事請負費 0




